
土
秋
田
の
風
俗
や
自
然
を

色
摺ず

り
の
木
版
画
に
描
き

続
け
た
勝
平

か
つ
ひ
ら

得と
く

之し

。
こ
の

一
月
四
日
で
、
ち
ょ
う
ど
没
後
三
十

年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
版
画
家
・
勝
平
得
之

の
業
績
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
こ
の
ほ
ど
大
町
の
赤
れ
ん
が
郷

土
館
三
階
に
あ
る
勝
平
得
之
記
念
館

を
大
幅
に
改
修
。
一
月
六
日
(土)
、
待

望
の
改
装
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
。

改
装
記
念
式
典
は
午
前
十
時
か
ら
。

当
日
は
入
館
料
を
無
料
に
し
て
、
み

な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

勝
平
得
之
は
、
明
治
三
十
七
年

(

一
九
〇
四)

、
秋
田
市
鉄
砲
町(

現
在

の
大
町
六
丁
目)

の
紙
す
き
職
人
の

家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら

絵
が
達
者
で
、
二
十
歳
の
頃
か
ら
本

格
的
に
版
画
家
を
志
し
ま
す
。
そ
し

て
、
浮
世
絵
版
画
の
鮮
や
か
な
色
彩

に
影
響
を
受
け
た
の
ち
、
絵
・
彫

り
・
摺
り
の
三
つ
の
工
程
を
一
人
で

行
う
、
独
特
の
彩
色
版
画
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
終
生
秋
田
を
離
れ
る
こ

と
な
く
、
シ
ン
プ
ル
で
素
朴
な
刻
線

と
鮮
や
か
な
色
合
い
に
こ
だ
わ
っ
た

勝
平
版
画
の
世
界
。
勝
平
の
作
品
は

昭
和
六
年
の
帝
展
初
入
選
以
来
、

数
々
の
美
術
展
に
入
選
し
、
国
内
外

で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
記
念
館
で

は
、
勝
平
の
優
れ
た
作
品
を
常
時
展

示
す
る
ほ
か
、
生
い
立
ち
と
版
画
家

と
し
て
の
勝
平
の
姿
を
紹
介
す
る
ビ

デ
オ
を
放
映
、
本
人
が
自
分
の
作
品

に
つ
い
て
語
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

試
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
木
の

温
も
り
を
い
か
し
た
館
内
は
、
勝
平

の
心
の
温
か
さ
そ
の
も
の
の
空
間
で

す
。描

き
残
さ
れ
た
秋
田
の
古
き
良
き

も
の
…
。
温
か
で
包
み
込
む
よ
う
な

視
線
で
描
か
れ
た
勝
平
版
画
は
、
今

も
な
お
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、

秋
田
の
懐
か
し
い
風
俗
と
と
も
に
、

私
た
ち
の
心
の
中
に
残
る
″ふ
る
さ

と
″と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

赤
れ
ん
が
郷
土
館
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没後30年◆勝平得之記念館改装記念

昭和29年８月、棟方志功個展会
場で。棟方は勝平の作品を高く評
価していたという

(前列左より棟方、勝平)

勝平が制作した「秋田風俗人形｣は当
時、物産品として販売され、秋田の風
俗を紹介するおみやげとして人気があ
りました

記念館に展示されている勝平得之版画制作中(昭和29年)のパネル

と　き　１月６日(土)～４月８日(日)
ところ　赤れんが郷土館

開館時間：午前９時30分～午後４時30分
観 覧 料：大人200円、中学生以下無料

子どもたちの何気ない表情や雪国の遊び
が、いきいきと表現されています。

郷

09 広報あきた　１月５日号


